






















zn;  6= 0; 1; 2; : : :
ここで [x]0 = 1, [x]n = x (x+ 1)    (x+ n  1) (n  1)である. 3F1は一般には発散するが， , , の少
なくとも 1つが 0以下の整数ならば有限和（多項式）になる.
曲線 C :
 z +pz2 + 1 e  1z pz2+1z  = 1は  iと iを結ぶ線分を含む.











































































実際，[2] では C 上での展開には触れていない．我々は，いくつかの制約をつければ C 上での展開がある
程度分かることを発見した．すなわち，
 C の一部（ iと iを結ぶ線分から原点を除いた部分）で調べる
  = 1 とする







( 1  y < 0; 0 < y  1) の実部あるいは虚部 (n
の偶奇によって場合分けする)を調べる
という設定で漸近展開を求めることが出来た．






















































なお， 1  y < 0の場合，あるいは nが奇数の場合についても類似の結果が得られる．
直交多項式の有限フーリエ変換
定義 3. ヤコビ多項式 P (;)n (x)とチェビシェフ多項式 Tn(x)はそれぞれ
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したがって, nが偶数のとき，Sj= n=y が定理 2の左辺である．
定理 4. （[1], S のフーリエ積分表示）S = i R 1 1 eixTn(x) dx.


























補題 5. (停留位相の方法) 0(a) =    = (p 1)(a) = 0, (p)(a) 6= 0とする.また半開区間 (a; b]上の任意の
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